
スハマソウ属植物の細胞学的研究
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K O N O O  S. :  A  Cytotaxonomical Study on R ゆatica

スハマソウ属 (Hepatica) 植物はキンポウゲ科tこ属
し、山地の木陰tニ生える多年草で、ー名ユキワリソウと
も呼ばれる。早春の頃、残雪の中から、かわし‘ら Ll、花
を咲かせるので 4 の名がある。本属植物につL ての研究
は我が| 昔では杉浦 (1931)、 rj-'品 (1933)、栗山( 1955)、
以iJ (1957) 等の研究があるが、その研究結巣は必ずし

友 l

も一致してし‘ゐとは言えなしυ 筆者は本属植物の 3系統
ιっし、て細胞分類学的観察を行なったので報告する。

材料と方法

材料としては次のぷ( 夫1 ) ，二示1 ょうι3つの系統
のものを肘L、た。

1m 和名 | 学 名 | 産地

ミスミソゥ IH仰 tica nub山 SCHREBER 市販( 新潟県産? )
var. ja戸onica N A K A I  

ミ久ミゾ 1Y ;  FF i;益出伊山I1
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核芳りの観祭方法は採集後、植木鉢に植え、 2 - 3週間 - の材料は滋賀県伊吹山の l合 H 付近で採集したもの

後に掘りお 4 して、根端を切り取り、オキシキノリンで l である。染色体数は 2n=28 で、 核型はi前記の様本番号
liij処埋 (0.002モノレ溶液に 2時間浸す) L  、昨椴オルセイ I  No.1 のもののちょうど 2倍、すなわち、前者の同質 4
ンお Lつぶし辻、により、プレパラートを作り観察 L た。 I 倍{ 本であると考えられる。図 2はその中期の染色体を示
葉や花の観察は同一条件で鉢植栽培したものを用L、た。 1 L たものであり、己れらを大きさの)1民に並べると、図 5

観察結果

A 絞型分析

1. 傑本番号 l¥jo.1 211=14 

ιの材料は市販のものを購入して観察した。凶 1はそ
の体細胞分裂中期の染色体を顕微鏡写真で示したもので
ある。染色体数は 2n=14で、 4二れらの染色体は形と大
きさと治、ら 7対に区分するニとができる。ニれらを大き
さのIJ闘μ並へると、図 4のようになる。これらの染色体
は非常に大型であり、最大のものは 16.8μ、最小のもの
は 10.5μである。最小の 1対以外は殆んど同じ大きさで
形もよく似ており、紡錘糸付着点 (centromere) の位置
は中部(median)または'1.'部に近レ次中部 (submedian)
にあるι 最小の l対は先端じ付| 省体 (satellite) を持っ
てしる。核型は次の式で表わされる。

K(2n)=14=8A'''+4B''''+2 t  G s t  

2  傑本番号 No.2 2n=28 

のようになる。核型は次の式で表わされる。

K  (2n) 盟 2 8 = 1 6 A m + 8 B叩 '+4 もC 同

3. 標本番号 No.3 2n=28 

二の材料は神戸市垂水区神出向の雌岡山のJJLヒ付近の
北珂斜面の樹干で採集L たものである c 染色体数は2 n =
28で、核型は前記の襟本番号 No.2 の伊吹山産のもの
と殆んど相違が見られなレ。( 岡 3 )

B  外部形態および表皮細胞の観察

機本番号 No. 1，2，3の楠物の外部形態は肉眼的じ
は殆んと区思IJができなし、が、次の 2点t二っし、ては相違が
見られた。
(1) 葉の k きさは三者一とも始んど区別ができないが、

葉脈の網目の大きさには切らかな相違が見られたコすな
わち、 N o目 1の 2倍体の方は葉脈の網目が細かく分岐し
てレるのf':'対して、 No. 2 . 3 の 4 mH;の葉脈はIIij者に
くらべて分岐が少なし網 Hが粗くなってし、るむ( 凶 6)  

- 2 2 2一



|主11 体制11胞の染色{ 小
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図 6. 葉脈の比較 x %  

(2) 樹花期が時期的に少しずれてレる。すなわち、
No. 1の 2倍体の植物は 2月下旬から 3月に開花するの
に対して、 No. 2，3の4倍体は前者より約 1 カ月おく
れて 3月下旬から 4 月にかけて開花する。ミれは倍数性
が高次になると開花期がおそくなるとL、う従来の研究結
果と一致してレる。
薬の表皮細胞は次の 3点につし、て比較L た。その結呆

表 2 業の表皮細胞の大きさ( 長径)

三三三〉恒一二!こL竺一空竺- 竺J
2 倍体 63μ 1 0 5 μ 8 4 μ 1  

4 倍体 123μ 2 1 0 μ1 6 8 μ|  

表 3 子L辺細胞の大きさ( 長径)

l  
2 倍体 3 5 μ 4 2 μ 3 8 . 5 μ

4 倍体 45.5μ 52.5 f' I  47.5μ 
1<4 

、 ] 最小 | 最大 | 平均

三一り二 j 千円ーし竺側 1_1竺制
4  f台休 18 佃 25 倒 I 2 0 5 個 l

図 7 表皮細胞の比較 x300 

a. 2 倍体

b: 4 倍体

要約と考察

スハマソウ属の体細胞染色体数は2n=14、28、42のも
のが報告されているが、今回筆者が用いた材料は2n=14
と2n=28のものである。核型の上からみて、染色体の基
本数は 7で、 2n=14のものは 2倍体、 2n=28のものは
fiii者の同質 4倍体であると推定される。
被型は栗田 (1955) の報告とほぼ一致するが、広江
(1957) の報告とは、かなり大きく相違してし、る。すな
わち、広江氏の報告によれば、 2n=14の 2倍体では 7対
の染色体のうちの 4対までが、 2次くびれを有する ζと
になってし、るが、栄一者の(vl光によると、 2 次くびれを有

2 1'背休.
4倍体ともに観察されなかりた。、ニれは使用した材料植
物の違L、に工るものではなく、 -f レパラー lイ乍!jX;J::のt栄
作によるものと考えら。れる。
核型以外の相進点は他の植物における一般的傾向とほ
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iま一致してL、る r すなわち、4 { 音休は 2倍休に比べて葉
の;友j文相胞は約 2
Lt 4 倍休の方が 2{汗休より約 1 カ月おそし L カsし、航
物i1;の% や花などの外1m形態につしては* ' しし、相違点は
見られなし、が、業! 派は 2倍イ十の方が 4倍休のものより
も、はるかに慨に分布してし、るU

S U ln m a r v  

The Karyotypes of 3  races in H ψallca ar巴
reported. T h e  Karyotyp巴 formulae are as 
follows 
Hepatica nobilis var. japollica 
No. 1  8 A D 1 +4Bsffi+2 tcst 
No. 2  t  C "  
No. 3  K  (2n) t  Ccl 

[p. 233より〕

13--v/l-1958) ，長父1t1i氷の 111 (3exs.， 2 1 - Y/I-1958) ， 
美方郡扇の111 (辻， 1960) 
Family Canthariclae じょうかいほん科
1. T h e m u s  cyanipennis Motsch111sky 

アオンヨウカイ

休は黒色、前i'y板の両側は淡茂樹色、上司は刊笠色で
やや17.1偏光沢を有する、
産地』氷上部 (111本， 1958)，養父郡氷の 111 (7ex日，
2 7 -VJ[-1956) 
2. T 巴piscopalis Kiesen ¥Vetter 

キンイロンヨウカイ

{十は，'.1，' ; 色、触角、口斜、前i''f板の l'可側、上切の末端‘
Ijill向、 l阪板の後縁及び末端節、! 匹節、附節等は賀補色、
上遡はりj端を| 徐き74f銅色乃至紫銅色 C美 L l、金属光沢を

j者J也。神戸市111の街 (1ex.， 1 6 - V  -1954， lex.， 30 
V  -1954， lex.， 6 - V  --1958， 2exs.， 1 -¥01-1958， 

lex.， 7 - VI-1959) ，俗七( 1ex ，2 5 - V  -1948) ，大山
寺 Clex ，6 - V  -1957 ) ，氷上郡C i J1イト， 1958) 
3. Athemus slltnrelll1s  Motschulsky 

ジョウカイボン

4. A. atristatus Kiesen ¥Vetter クロジヨウカイ
5. A. vitellinl1s  Kiesenwetter セポシンヨウカイ

6. Prothenms ciusican日 Kiesenwetter
マノレ ノ、ネ j ヨウカイ

ともに? ? 通傾ο

7. l'odabrus lictorius Lewis 
ミヤマクヒポゾンノヨウカイ

上倒i年黄褐色、各土砂川よ多φとも1Ii'1色の縦 f告がみら

N o目 rac巴 is diploid， and No. 2，3  races 
日r巴 considerecl al1totetraploicl r巴spectively
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れ、 TiiJ背板は縁部を除き;1.'，褐色♂
|  産地; 神戸市六甲山C 1ex.，8 - V - 1 9 5 5 )， -fi.J: 
(1巴x.，2u - IV-1958)

1  8. P. heydeni Kiesen wetter クヒポソ、J ヨウカイ

9. P. temporalis Harold 
ウスイログヒc )e ゾ、ノヨウカイ

I  10. 1'. macilentus Kiesenwetter 

11 
ヒメクビォ: ソンヨヴカイ

Rhagonyclta japonica Kiesenwetter 
ヒメレ/ ヨケカイ

|  ともに杵通にしる c

12. TrypherLJs niponicus Lewi日
キヘリコハ千戸ヨヴカイ

|  産地，神戸市! 奈耶ILi CYJI-1948，中似， 1955) 
13. Cantharis oedemeroides Kiesenwetter 

セアカクロジヨウカイ

f木県色、 liIi蜘jは樗黄色乃芳三赤色、大胞は赤補色を旦す
るマ全体に灰黄色のよ: f J.l'[吹毛を併合 L 、光沢カ込なL 。付、

F在地 宝塚 (lex.，1 9 -IV -1958)，神戸市円午 111
(lex ， 1 8 - V  -1958)，氷上部( は 1:-1、， 1058) 
14 C. adusticol1is Kiesenwetter 

人不アカクロジヨウカイ

1  15. C:. aergrota Kiesen附 tter
グロ十、ソン/ ヨウカイ

I  氷上11日柏原|町 (10 刊 1959)，来鹿半 (31
I  V-1959)，公父郡氷の 111 (lex ， 27--Vll-1956) 
| 1 6 C  

産J也、: r l {父郡氷のU 1  (中似， 1953) (17- /11 -1963) 
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